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支部
地区
協会

（旧地区） 202１年３月末
2022年３月末

入会数 退会数 合計

千葉

東地区

・千葉・市原・東金

836 4 58 782

・成田・佐倉

・茂原・夷隅

・木更津・館山・鴨川

・銚子・香取・旭・匝瑳

西地区

・市川・浦安行

523 0 48 475

・船橋・習志野・八千代・鎌ケ谷白井

・柏・流山・我孫子・沼南

・野田・関宿

・松戸

合計 1,359 4 106 1,257

2021年度事業報告について

１．会員数状況等について

【１】会員の状況
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２０２１年度事業計画に基づき、ＩＣＴ活用推進事業（各種セミナーやホームページ、メールマガジン、テレコ
ムフォーラム誌等による情報発信）、テレコミュニケーション教育事業（コミュニケーション・ビジネスマナー等
の各種研修、電話応対コンクール、電話応対技能検定等）を通じて、会員及び情報通信サービス利用者の利
便増進に取り組んできました。 具体的な実施状況は以下のとおりです｡

会員の維持・拡大に関しては、HPやメールマガジン、テレコムフォーラム等によるイベントニュースやICT
の最新情報の発信、ICTセミナー等による新規入会希望事業所へのアプローチ、役員・会員企業様からの紹
介、電話応対コンクール参加を契機とした勧奨等により、４会員の入会となりました。一方で、昨今の経済
情勢などにより、退会が106会員あったことから、結果的に102会員の純減となりました。

【第一号議案】

２．ＩＣＴ活用推進事業について

主催 実施概要
参加者数

2021年度振返り等
2020年度 2021年度

支
部

「新春講演会・抽選会」
2022年２月１０日（木）

・第一部 水野悠美子
「中小企業向けテレワーク導入推進～今
だからテレワーク」

・第二部 林家木久蔵
「コミュニケーション術、初笑い」

・特別講演 京谷和幸
「車いすバスケで夢をかけろ～元Jリー
ガーの挑戦」

・抽選会
講演者のサイングッズ等お楽しみ抽会！

オンライン
65

オンライン
128

⚫ 申込者数１２８名（前年度65名）

⚫ 開催形式等
・来場+オンライン開催から、オミクロン株感染
急拡大による影響（まん延防止重点措置等）踏ま
え急遽オンラインのみ開催に変更
・講演の幕間を活用、協会特典PR（標的型攻撃
メール訓練サービス、eラーニング）を実施

⚫ 集客施策
HP、メルマガ、FAX、ＤＭ等により周知・告知

⚫ 地区開催はコロナ禍により開催見送り
（中止含む）

【１】ICTセミナー等実施状況
ＩＣＴセミナーについては、新型コロナウィルス感染予防および会員サービス向上、運営効率化の観点よ
り、昨年度に引き続きオンラインによる対応を行いました。また、オンラインを活用し全国各支部のセミ
ナーを提供しました。

［新春セミナー実施状況］

［会員数状況］
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主催 開催時期 テーマ、セミナー概要等
特別講演等
講師

千葉
参加者

近畿 ２０２１年8月31日 大前さんに学ぼう 大前研一 6

関東 2021年１１月12日

〔第１部〕 「サイバー空間におけるセキュリティの現状と対策」
〔第2部〕 「中小企業におけるICT補助金・助成金活用術」
〔第3部〕橋下徹の一刀両断！時局を斬る！

橋下徹 61

茨城 ２０２１年12月10日 爆笑オンライン！『てれこむゆーざ寄席（Zoom配信）』 － 8

近畿 ２０２２年1月13日 新春特別企画「大前さんに学ぼう」 大前研一 17

神奈川 ２０２２年2月15日

〔第１部〕 電子帳簿保存法改正とペーパーレス化のポイントを徹底解
説
〔特別講演〕いつでもチャレンジ精神で！ ～話すことの大切さ～

草野仁 9

東京 ２０２２年2月18日

〔第１部〕『サイバー空間における脅威の現状とセキュリティ対策
〔第２部〕 『ＤＸへの第一歩!! 身近なデジタル化のすすめ』
〔特別講演〕コロナ禍でも業績を伸ばしている経営者による特別講
演
『夢持ち続け日々精進』

髙田明 15

茨城 ２０２２年2月24日
〔第１部〕ＳＤＧｓは「次世代企業」への扉
〔特別講演〕２０２２年 この国の政治経済の行方

伊藤惇夫 9

埼玉 ２０２２年2月24日
〔第１部〕サイバー犯罪の現状と対策 ＜埼玉県警察本部＞
〔特別講演〕俳句の力 ことばの力

夏井いつき 7

近畿 ２０２２年3月17日
大前さんに「モビリティ革命～企業が大変革時を勝ち抜く条件～」
を学ぼう

大前研一 11

［全国各支部との共催による主なオンラインセミナー実施状況］

2020年度 2021年度 増減

標的型攻撃メール訓練 ０社 ５社 ４２ID +５社 ４２ID

2020年度 2021年度 増減

Eラーニング ３社 ７ID ７社 ２１ID +４社 １４ID

【3】標的型攻撃メール訓練サービス
会員の皆様を対象に「標的型攻撃メール予防訓練サービス」（無料）を提供しています。
「セキュリティ対策」のはじめの一歩として、セキュリティへの意識を向上、対応力を高めていただく
ため、HPやメルマガ、DM等で案内を行い、２０２１年度は５社がご利用されました。

【4】eラーニングサービス
会員の皆様を対象に「eラーニング」（無料）を提供しています。
講座内容は、新入社員向けから若手・中堅社員向け、育成担当者向け、社員共通向け等、様々なコンテン
ツを用意、テストでの理解度チェックも可能です。会員企業の人材育成の一助としていただくためHPやメ
ルマガ、DM等で案内を行い、２０２１年度は７社がご利用されました。

【２】ICTに関する情報発信
ホームページ、メールマガジン、テレコムフォーラム誌等を活用し、ICTを事業発展に役立てた実例を紹介
する等、会員及び情報通信サービス利用者にお役立ていただける情報発信を実施しました

2021年度事業報告について



３ ． テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 教 育 事 業

項目 実施概要
参加者等

2021年度振返り等
2020 2021

研 修

(1)電話応対コンクール問題解説研修
（5/7～6/30） YouTube視聴

WEB
128名

WEB
82名

⚫ 地区大会参加者は、コロナ禍によ
る参加見送りが昨年に引続き継
続、参加者数108名

⚫ 事前研修参加者は、新たに追加し
たスクリプト研修（66名参加）に
より累計199名参加

⚫ コロナ禍により昨年度に引続きリ
モート開催。今年度は、競技模様
をライブ配信することで、競技会
の臨場感や選手と職場の一体感
を醸成。参加事業所からは、応対
模様が共有化され、新たな気づ
きによる品質向上に繋がると好
評

⚫ 開催方法は、アフターコロナ後も
リモート等の活用による効果的・
効率的な運営を推進

⚫ 休憩時間を使い協会PRチラシ配
信による入会訴求を実施

（2）電話応対コンクールスクリプト研修
（5/19～21）

-
３回

66名

(3)地区大会前の直前研修
（地区大会収録前・電話個別指導）

(6/22～7/8)

13回
120名

13回
99名

(4)県大会前特別研修（9/23～10/1）
5回

30名
５回
31名

(５)全国大会前特別研修 -
1回
３名

合 計※（１）研修は除く
18回

150名
22回
１９９名

大会

【地区大会】事前収録により実施 (8/4～7) 121名 108名

【県大会】リモート方式により実施（9/30） 30名 31名

【全国大会】リモート開催（11/20） 1 名 1名 －
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【1-1】電話応対コンクール：千葉県内の研修～県大会まで
各企業・団体等の社員の電話応対と応対技能のレベルアップを通じて、顧客満足経営の推進を図るた
めの人材育成を目的として毎年実施しています。
参加者は、毎年設定される競技問題に取り組み、電話応対サービスの技能を競い合います。

入賞 事業所名 出場者名 出場地区

優勝 株式会社NTT東日本ー南関東 テクニカルサービスセンタ 中村 綾菜 千葉東

準優勝 株式会社ホテルオークラ東京ベイ 平井 泉 千葉西

優秀賞 株式会社NTT東日本ー南関東 テクニカルサービスセンタ 佐藤 昌代 千葉東

優秀賞 株式会社ニュー・オータニ ホテルニューオータニ幕張 三木 友穂 千葉東

優秀賞 株式会社ホテルオークラ東京ベイ 澤田 幸枝 千葉西

優秀賞 株式会社NTT東日本ー南関東 テクニカルサービスセンタ 佐久間 由紀 千葉東

優秀賞 株式会社千葉興業銀行 コンタクトセンター 小野 美佐 千葉東

優秀賞 佐川急便株式会社 千葉営業所 佐久間 紀子 千葉西

優秀賞 株式会社ＮＴＴ東日本ー南関東千葉事業部 CRセンタ 白土 明美 千葉東

優秀賞 君津信用組合 白石 七瀬 千葉東

新人賞 アートコーポレーション株式会社 池田 牧子 千葉西

【１-2】電話応対コンクール：千葉県大会結果
２０２１年度は、中村綾菜様（株式会社NTT東日本-南関東）が優勝、千葉県知事賞を受賞し県代表とし
て全国大会に出場しました。２０２１年度より新人賞を新設するとともに、入賞者に対して後援いただい
た株式会社ドコモＣＳ千葉支店様よりドコモ賞を提供いただきました。

2021年度事業報告について



項目 2021年度振返り等

旧地区の銀行口座の統廃合
地区統廃合化により、１０地区銀行口座を支部・東西地区の３口座に整
理 （２０２２年２月25日実施）

会費請求業務の外部委託化
会員様の利便性向上等にむけ、会費請求業務の外部委託化（NTTファ
イナンス請求）を実施。（ゆうちょ銀行、郵便局、コンビニエンスストアで
の支払いが可能）

地区理事会総会を書面開催 理事会・総会を旧地区（１０地区）毎に書面開催

区
分

研修区分 実施概要

参加者数
（）は参加企業数

2021年度振返り等
2020年
度

２０２１年
度

継

続

①フレッシュマン
（YouTube録画視
聴）

新人社員向けセミナー
WEB

192名
(39)

WEB
184名
（51）

例年,好評をいただいており、
2021年度は参加事業所数が増加

②ビジネスマナー
（Zoom相互ライブ）

ﾏﾅｰﾙｰﾙの習得、名刺交換、美
しいお辞儀、感じのよい挨拶ﾞ

1回
11名
(9)

１回
21名
（12）

昨年に引き続き、Zoom相互ライ
ブ視聴で7/9実施

③クレーム電話応対
（Zoom相互ライブ）

ｸﾚｰﾑ心構え、ｸﾚｰﾑ応対の言葉
使い、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ

1回
24名
(9)

２回
51名
（23）

研修数を増やし開催。Zoom相互
ライブ視聴で7/16，12/9実施

④ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ指導力強
化（Zoom相互ライ
ブ）

中堅社員,もしくは指導者
ﾌﾀｯﾌの能力と自発性を引き
出すｺｰﾁﾝｸﾞ

1回
17名
(8)

２回
42名
（19）

研修数を増やし開催。Zoom相互
ライブ視聴で12/7実施

⑤職場を良くするｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝ

職場を居心地よくするための
ビジネスコミュニケーションス
キルの習得

0回
0名
(0)

２回
34名
(27)

2021年度は研修内容をブラッ
シュアップ。Zoom相互ライブ視聴
で1/28、2/16実施

⑥アサーティブ
互いを尊重した上で、自分の
要望や意見を相手に伝える等

0回
0名
(0)

2回
25名
(19) 

新設。Zoom相互ライブ視聴で
1/12、1/31実施

新
規

⑨ペップトーク研修
（新設）

新人向け：「自分の言葉が職
場環境を整える」
リーダ向け：「部下のやる気を
引き出す言葉がけ」、

― ― ２０２２年度新設予定

合 計
（①研修除く）

３回
52名
(26）

9回
173名
（100)

オンラインによるセミナーは
定着化
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【２】ビジネスマナー等研修参加状況
企業人・社会人としての心構え、ビジネスマンとしての接遇・接客・言葉使い、電話応対における基礎
力向上、お客様からのクレームに対する応対スキルの向上を目的とした各種研修等を実施しました。

2020年度 2021年度 増減

千葉 9名 7名 ▲２

〔検定4級受検者数〕

【３】電話応対技能検定取り組み状況
電話応対のエキスパートとして即戦力になり得る社内指導者の育成を目的とした検定制度で、支部では
４級受検者の受入れを行っています。２０２１年度は７名（開催４回）の受検がありました。

４ ． そ の 他

2021年度事業報告について



2021年度収支報告について

自 2021年4月 1日
至 2022年3月31日
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（単位：円）

【第二号議案】

【収入の部】

項目
①2021年度
予算額

②2021年度
決算額

②-①
増減額

主な要因等

会員受取会費 4,499,200 4,023,000 ▲ 476,200 会員減

事業収入 0 0 0 ―

雑収入 31 37 6 ―

小計 4,499,231 4,023,037 ▲ 476,194

前年度繰越金 4,581,986 7,404,838 2,822,852 ―

Ａ．収入合計 9,081,217 11,427,875 2,346,658 ―

【支出の部】

区
分

項目
①2021年度
予算額

②2021年度
決算額

②-①
増減額

主な要因等

事
業
費

電話応対競技会 325,961 302,469 ▲ 23,492 リモート対応による費用削減

セミナー費等 0 80,000 80,000 地区によるビジネスマナー研修実施

施設見学会費 0 0 0

組織強化費/訓練費 0 0 0

Ｂ．小 計 325,961 382,469 56,508 ―

管
理
費

会 議 費 115,183 103,856 ▲ 11,327 リモート、郵送対応による費用削減

諸 経 費 241,017 223,089 ▲ 17,928 リモート、郵送対応による費用削減

減価償却費 0

Ｃ．小 計 356,200 326,945 ▲ 29,255 ―

Ｄ．表彰費 0 0 0 対象無

内
部
取
引

上部費 875,980 788,837 ▲ 87,143 本部通知額

法人税等分担費 0 ―

消費税分担費 55,040 59,683 4,643 本部通知額

Ｅ．小 計 931,020 848,520 ▲ 82,500 ―

F費用合計=Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ 1,613,181 1,557,934 ▲ 55,247 ―

Ｇ繰越資産=Ａ－Ｆ 7,468,036 9,869,941 2,401,905



2021年度会計監査報告について

会計監査報告書

公益財団法人日本電信電話ユーザ協会千葉東地区会則第１２条４項に基づき、２０２1年度
（2021年4月１日～2022年３月31日）の公益財団法人日本電信電話ユーザ協会千葉支部の財
務状況について、出納簿・証拠書類・預金通帳・現金等を照合した結果、適正且つ正確であること
を認めました。

また、業務についても適正に執行されていると認めましたので、本書をもってご報告いたします。

以上

2022年 月 日

監事会計 田中 豊彦

（茂原市長）

代理 印

（茂原市役所 総務部管財課長）

2022年 月 日

監事会計 印

（千葉商工会議所 専務理事）

-6-

【第三号議案】



202２年度事業計画（案）について

取組み項目 具体的な取組み

１．ICT活用
推進事業

地域や中小企業のDX導入に資するICT活用推進セミナー開催、導入事例等の情報発
信を展開。セミナー等各事業のPR・周知はタイムリー且つ計画的に実施

【1】全国各支部とのオンライン共催（相乗り）によるセミナー拡大
全国の各支部が実施するセミナーを共催等行いオンラインにより提供

【2】新春講演会（第４四半期）
オンラインによる著名人+ICTセミナー実施 【参加者目標 150名】
・アーカイブ配信利用による視聴機会の確保・拡大
・コロナ禍状況踏まえつつ、オンライン中心の運営を指向

【3】商工会議所様等との連携（共催、後援）によるICTセミナー実施
※旧地区講演会・セミナーとの連携

２．テレコミュ
ニケーション
教育事業

「新入社員研修」「ビジネスマナー研修」、「電話技能検定」、「電話応対コンクール」を一連
の育成事業として捉え、育成サイクルの循環構築を目指す。各事業のPR・周知はタイム
リー且つ計画的に実施

【1】ビジネスマナー等研修
フレッシュマン、ビジネスマナー、クレーム電話応対、リーダーシップ強化、職場を良く
するコミュニケーション、アサーティブコミュニケーションの各研修に加え、「アンガーマ
ネジメント」再開、 「ペップトーク」新設、および開催数増加により、更なる充実化
※商工会議所との共催・後援による開催検討

【2】電話技能検定（もしもし検）の受検機会拡大
支部主催の受検機会の拡大（四半期単位（4回）⇒２か月単位（6回）に拡大）

【3】電話応対コンクール
2021年度同様にリモートによる録音・審査、大会模様のライブ配信等を継続
・過去参加企業等への勧奨実施
・電コン未経験企業・団体へのDM・電話によるアプローチ
・電話応対コンクールの効率化にむけた県大会の事前収録対応

⚫ 地域社会に対し普く広く協会事業のプレゼンス向上に向け「ICT活用推進事業」「テレコミュニケー
ション教育事業」を推進、地方創生、地域活性化に寄与した事業展開を目指す

⚫ ＩＣＴ活用推進事業については、様々な問題解決に向けたＤＸ導入や働き方改革等を更に推進したＩＣ
Ｔ活用事例等紹介により、課題解決にお役立ていただける情報発信を積極的に実施

⚫ テレコミュニケーション教育事業は、電話応対コンクール、各種コミュニケーション研修、電話応対技
能検定等の事業を展開、より多くの方にご活用いただけるように広く事業紹介及び参加勧奨を実施
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【第四号議案】



取組み項目 具体的な取組み

３．会員サービ
スの向上等

〔会員サービス向上〕

【1】協会特典（無料施策、無料セミナー等）の提供
標的型攻撃メール訓練サービス、eラーニングサービス、テレワーク導入支援、
ビジネスマナー研修やICT・経営トップセミナーの無料施策提供

【2】ICT利活用促進のため最新情報発信
・HPやメルマガ等を活用したタイムリーな情報発信を継続
・毎月発行する「テレコムフォーラム誌」への案内資料同梱発送の継続
⇒研修やイベントの参加募集案内、新規特典含めた会員特典の紹介案内

【3】会員交流施策等の企画・検討（コロナ影響、運営体制を考慮）

〔新規会員勧奨〕

【1】協会役員、商工会議所、商工会、NTTグループ等との連携強化により、新規会員獲
得を図る
・会報誌等への協会PRチラシ同梱による訴求等

【2】あらゆる機会を捉えた協会役員様への紹介等のお願い

４．協会運営の
効率化

〔効率的事業運営の推進〕

事業・行事の運営の効率化にむけ、新型コロナ感染対策で培ったオンライン・リモート
活用、非対面によるオペレーション、委託化はアフターコロナ後も継続推進

・オンライン・リモート活用による効率的な事業運営はアフターコロナ後も継続
・地区協会統合後の大型化した東・西地区協会の円滑な運営にむけた「幹事理事会」
「理事総会」の一体開催・書面表決等による運営
・議案書含めた周知・共有活動のメール・WEB化による効率化・迅速化を推進
・各種行事の業務委託化、人材派遣社員等活用
・イベント等参加時の現金収納の廃止化推進（キャッシュレス化）
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Ｎ
Ｏ
施策名

主
催

４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1

ＩＣＴセ
ミナー・
春の講
演会

支
部
・地
区

2
理事会・
総会

支
部
・地
区

3

テレコ
ミュニ
ケーショ
ン研修

支
部

●ﾌﾚｯｼｭﾏﾝ
（YouTub
e)

●ｸﾚｰﾑ電
話応対
●ﾘｰﾀﾞｼｯ
ﾌﾟ
●ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏ
ﾅｰ

●ｸﾚｰﾑ電
話応対
●ﾘｰﾀﾞｼｯ
ﾌﾟ

地
区

※新設
●ｱﾝｶﾞｰﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄ研修

●ｱｻｰﾃｨﾌﾞ
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
２回
（東西１回）

●ﾋﾞｼﾞﾈｽｺ
ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ２
回（東西１
回）

※新設
●ﾍﾟｯﾌﾟﾄｰ
ｸ活用ｾﾐﾅｰ
（新人向け）

※新設
●ﾍﾟｯﾌﾟﾄｰ
ｸ活用ｾﾐﾅｰ
（指導者向
け）

4

電話応
対ｺﾝｸｰﾙ
(研修・ｺ
ﾝｸｰﾙ）

支
部
・地
区

●事前勉
強会
①問題解
説研修)
・5/上～
7/29
(YouTub
e)

②スクリプ
ト作成研修
【予定】
・5/24，
27
（Zoom）

②スクリプ
ト作成研修
【予定】
・6/3
（Zoom）

●事前勉
強会(収録
直前研修)
6/22～
（Zoom
または個別
電話）

●収録直
前研修
（Zoomま
たは個別
電話）
～上旬
（7/1予定）

●応対収
録
・7/28

●応対収
録
～8/5

●地区審
査会
8/29
（県大会参
加者決定
31名）

●県大会
10/14
※事前録
音は1週間
程度前に
実施

●全国大
会
11/18
（山口県）

5
もしも
し検定
4級

支
部

●11 ●6 ●7 ●２ ●10 ●1

地区協会
幹事理事・理事総会

書面表決
6月～8月

各支部のオンラインセミナー共催等
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新春講演会
オンラインセミナー

５．年間スケジュール

各施策は新型コロナウィルス感染症影響による新たな生活様式を踏まえ検討

支部理事会
書面表決
５月～6月

202２年度事業計画（案）について



６．2022年度電話応対コンクール予定

1、開催日 2022年11月18日（金）

２、開催場所 〒754-0041 山口県山口市 小郡令和1丁目1番1号
KDDI維新ホール

３、スケジュール
開会式 9：30～ 競 技 １０:１０～
表彰式 17：00～ 懇親会 １８:３０～

４、後 援 総務省 日本商工会議所、全国商工会連合会
一般社団法人電気通信事業者協会
一般社団法人日本コールセンター協会
公益財団法人企業情報化協会
東日本電信電話株式会社
西日本電信電話株式会社
株式会社ＮＴＴドコモ
エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社

1、開催日 202２年10月14日（金）

２、開催場所 ｍBAY POINT幕張（予定） 実施方法は別途

３、スケジュール 競技会・表彰式・閉会式等 詳細は別途

４、後 援 千葉県
株式会社千葉日報社
一般社団法人千葉県商工会議所連合会
千葉県商工会連合会
NTTドコモＣＳ千葉支店
東日本電信電話株式会社千葉事業部

5、表 彰 優勝(1名) ・準優勝(1名) ・優秀賞(8名) ・新人賞(1名) 計11名

千 葉 県 大 会

全 国 大 会

-10-
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2022年度収支予算（案）について

-11-

自 2022年4月 1日
至 2023年3月31日

（単位：円）

【第五号議案】

【収入の部】

項目
①2021年度
決算額

②2022年度
予算額

②-①
増減額

備 考

会員受取会費 4,023,000 3,675,000 ▲ 348,000 会員減

事業収入 0 0 0

雑収入 37 37 0

小計 4,023,037 3,675,037 ▲ 348,000

前年度繰越金 7,404,838 7,404,838 0

Ａ．収入合計 11,427,875 11,079,875 ▲ 348,000 ―

【支出の部】

区
分

項目
①2021年度
決算額

②2022年度
予算額

②-①
増減額

備 考

事
業
費

電話応対競技会 302,469 982,469 680,000 リモート委託業務費用増

セミナー費等 80,000 600,000 520,000 地区主催セミナー増

施設見学会費 0 450,000 450,000 会員交流事業追加

組織強化費 0 0 －

Ｂ．小 計 382,469 2,032,469 1,650,000 ―

管
理
費

会 議 費 103,856 103,856 0 前年度相当

諸 経 費 223,089 223,089 0 前年度相当

減価償却費 0 －

Ｃ．小 計 326,945 326,945 0 ―

Ｄ．表彰費 - 0

内
部
取
引

上部費 788,837 930,000 141,163 支部事業増

法人税等分担費 0 －

消費税分担費 59,683 59,683 0 前年度相当

Ｅ．小 計 848,520 989,683 141,163 ―

F費用合計=Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋
Ｅ

1,557,934 3,349,097 1,791,163 ―

Ｇ繰越資産=Ａ－Ｆ 9,869,941 7,730,778 ▲ 2,139,163 ―



2021年度地区役員等について

役員等改選（案）について（202２年度～2023年度）

-12-

会 職 氏 名 事 業 所 名 役 職 旧地区

会 長 青柳 俊一 株式会社千葉興業銀行 取締役会長 千葉

副会長 小泉 一成 成田市 市長 成田

副会長
兼監事会計

田中 豊彦 茂原市 市長 茂原

副会長 鈴木 克己 木更津商工会議所 会頭 木更津

副会長 岡田 知益 銚子商工会議所 会頭 銚子

幹事理事
兼監事会計

永島 克彦 千葉商工会議所 専務理事 千葉

幹事理事 小出 譲治 市原市 市長 千葉

幹事理事 鹿間 陸郎 東金市 市長 千葉

幹事理事 田村 明比古 成田国際空港株式会社 代表取締役社長 成田

幹事理事 太田 洋 いすみ市 市長 茂原

幹事理事 村重 正明 日本製鉄株式会社 君津製鉄所
総務部 人事総
務室主幹

木更津

幹事理事 徳永 智弘 株式会社千葉銀行 木更津支店 支店長 木更津

幹事理事 伊藤 友則 香取市 市長 銚子

幹事理事 井上 峰夫 社会福祉法人九十九里ホーム 理事長 銚子

顧 問 宮田 貴史 東日本電信電話株式会社千葉支店 茂原営業支店長 ー

顧 問 山本 肇 東日本電信電話株式会社千葉支店 成田・銚子営業支店長 ー

顧 問 小熊 達也 東日本電信電話株式会社千葉支店 木更津営業支店長 ー

注）人事異動等による交代は速やかに実施
注）旧地区名は省略して表記

【第六号議案】



役職 氏 名 事 業 所 等 名 役 職 旧地区協会

理事 栗山 敬 株式会社千葉銀行 経営管理部 部長 千葉・市原・東金地区

理事 嶌津 昌明 一般財団法人千葉県農業会館 理事長 千葉・市原・東金地区

理事 本村 直也 株式会社京葉銀行 総務部長 千葉・市原・東金地区

理事 横田 好之 千葉日産自動車株式会社 代表取締役社長 千葉・市原・東金地区

理事 松原 仁志 日本通運株式会社 千葉支店 千葉支店長 千葉・市原・東金地区

理事 茶木原 浩明 UBEエラストマー株式会社 千葉工場 取締役工場長 千葉・市原・東金地区

理事 川島 学 株式会社相互 代表取締役社長 千葉・市原・東金地区

理事 廣野 浩己 古河電気工業株式会社 千葉事業所 所長 千葉・市原・東金地区

理事 大矢 吉明 九十九里町 町長 千葉・市原・東金地区

理事 松下 浩明 山武市 市長 千葉・市原・東金地区

理事 土屋 秀雄 ＪＡ山武郡市 代表理事 組合長 千葉・市原・東金地区

理事 前嶋 康夫 東金商工会議所 会頭 千葉・市原・東金地区

理事 金坂 昌典 大網白里市 市長 千葉・市原・東金地区

理事 榊原 義久 市原商工会議所 会頭 千葉・市原・東金地区

理事 中村 秀朗 協同組合東金ショッピングセンター 理事長 千葉・市原・東金地区

理事 諸岡 良和 米屋株式会社 代表取締役社長 成田・佐倉地区

理事 宇野澤 省二 成田商工会議所 専務理事 成田・佐倉地区

理事 岸田 照泰 大本山成田山新勝寺 貫首(ｶﾝｽ) 成田・佐倉地区

理事 大川原 孝一 空港情報通信株式会社 代表取締役社長 成田・佐倉地区

理事 浅野 隆 株式会社千葉銀行 佐倉支店 支店長 成田・佐倉地区

理事 小坂 泰久 酒々井町 町長 成田・佐倉地区

理事 山中 正義 株式会社フジクラ 佐倉事業所 理事 事業所長 成田・佐倉地区

理事 櫻井 勝治 八街商工会議所 会頭 成田・佐倉地区

理事 塚田 雅二 佐倉商工会議所 会頭 成田・佐倉地区

理事 栗原 廣行 ＪＡ成田市 代表理事組合長 成田・佐倉地区

理事 浪川 俊一 株式会社千葉興業銀行 佐倉支店 支店長 成田・佐倉地区

理事 秋葉 吉秋 茂原商工会議所 会頭 茂原・夷隅地区

理事 鎌田 弘毅 三井化学株式会社 茂原分工場 分工場長 茂原・夷隅地区

理事 村田 雅紀 関東天然瓦斯開発株式会社 管理部長 茂原・夷隅地区

理事 長岡 明大 株式会社千葉銀行 茂原支店 支店長 茂原・夷隅地区

理事 土屋 元 勝浦市 市長 茂原・夷隅地区

理事 平林 昇 大多喜町 町長 茂原・夷隅地区

理事 浅野 和夫 千葉コンクリート株式会社 取締役会長 茂原・夷隅地区

理事 石田 義廣 御宿町 町長 茂原・夷隅地区

理事 佐藤 裕之 株式会社千葉興業銀行 茂原支店 支店長 茂原・夷隅地区

理事 石川 信 株式会社千葉銀行 大原支店 支店長 茂原・夷隅地区

理事 伊藤 浩之 木更津市役所 総務部長 木更津・館山・鴨川地区

理事 荒井 淳一 君津市役所 総務部長 木更津・館山・鴨川地区

理事 榎本 光男 君津商工会議所 会頭 木更津・館山・鴨川地区

理事 尾崎 広隆 富士石油株式会社 袖ヶ浦製油所 副所長兼総務部長 木更津・館山・鴨川地区

理事 手島 隆 館山市役所 総務部長 木更津・館山・鴨川地区

理事 内田 正司 鋸南町役場 副町長 木更津・館山・鴨川地区

理事 石井 茂一 館山信用金庫 常勤理事 総務部長 木更津・館山・鴨川地区

理事 平川 潔 鴨川市役所 副市長 木更津・館山・鴨川地区

理事 平野 文彦 君津信用組合 理事長 木更津・館山・鴨川地区

理事 真田 正博 医療法人鉄蕉会亀田総合病院 総務部長 木更津・館山・鴨川地区

理事 杉浦弘樹 袖ヶ浦市役所 総務部長 木更津・館山・鴨川地区

理事 熱田 稔 株式会社千葉興業銀行 木更津支店 支店長 木更津・館山・鴨川地区

理事 鈴木 敦哉 千葉信用金庫 木更津支店 支店長 木更津・館山・鴨川地区

理事 米本弥一郎 旭市役所 市長 銚子・香取・旭・匝瑳地区

理事 斉藤 浩文 ぎょうけい館 取締役総支配人 銚子・香取・旭・匝瑳地区

理事 椿 等 神崎町役場 町長 銚子・香取・旭・匝瑳地区

理事 石井 良典 佐原商工会議所 会頭 銚子・香取・旭・匝瑳地区

理事 小森 哲 佐原信用金庫 理事長 銚子・香取・旭・匝瑳地区

理事 坂本 雅信 銚子市漁業協同組合 代表理事組合長 銚子・香取・旭・匝瑳地区

理事 越川 信一 銚子市役所 市長 銚子・香取・旭・匝瑳地区

理事 岩田 利雄 東庄町役場 町長 銚子・香取・旭・匝瑳地区

理事 外川 明 東陽病院 病院長 銚子・香取・旭・匝瑳地区

理事 濱田 孝司 ヒゲタ醤油株式会社 代表取締役社長 銚子・香取・旭・匝瑳地区

理事 濱口 道雄 ヤマサ醤油株式会社 代表取締役会長 銚子・香取・旭・匝瑳地区

理事 芳村 哲志 株式会社千葉興業銀行銚子支店 支店長 銚子・香取・旭・匝瑳地区

理事 大久保 貴史 ヤマサ醤油株式会社 経理・総務本部庶務課長 銚子・香取・旭・匝瑳地区

千 葉 東 地 区 協 会 理 事 名 簿別添

2020年千葉支部理事会及び各地区協会の理事・総会において、千葉県内10地区協会の統合化を決議、「千葉・市原・東金
地区」、「成田・佐倉地区」、「茂原・夷隅地区」、「木更津・館山・鴨川地区」、「銚子・香取・旭・匝瑳地区」協会については、2021
年度より千葉東地区協会として統合化を行い、旧地区協会理事の皆様には、新地区協会では新たな理事として、地域のオピ
ニオンリーダーとして協会事業への助言・アドバイス等をお願いしています。

mailto:支店長minoru_atsuta@chibakogyo-bank.co.jp


■ 理事会議事録


